２０１０年０３月一般質問要項　　　小林　博
1、 市川水系の公害問題ついて
神河町の米から基準を超えるカドミニュウムが見つかった。これは生野鉱山の公害問題が今なお終わっていない、いや永久的に問題を残すものであることを改めて示したものであり、行政と企業の責任と姿勢を問われているものであると考える。私は議員に就任してまもなくこの問題に関わってきたものとしての責任から、忘れてはならない、将来に伝えていくことが市川水系の環境問題にとって重要と考え、以下質問する。
（１）汚染源である生野鉱山の現況把握が過去・現在・未来にわたり必要であると考える。
元鉱山の実態はどうなっているか？廃坑から出る水、ズリの山がある限り鉱毒の危険性は続く。
現況はどのようになっているか？

堆積量、成分量

処理状況？

（２）公害防止協定の締結状況は？

監督官庁は？

県・及び町には資料が保存されているか

（３）資料の保存の重要性

坑道からの廃水は永久に続き、集積場には大量の重金属が残されている

市川水系に暮らすものにとって永久的に監視を続けなくてはならない課題。昭和40年代からの取り組み資料の蓄積がないとすれば問題。

町としては資料の保存と監視の継続を体制化していくこと
２、都市基盤整備について
（1） 上水道
地域水道ビジョン・リスク管理調査報告がだされたが実施に移す計画は
財政計画はどうか、（起債・一般会計繰り出し・水道会計負担・投資後の会計運営計画＝水道料金への影響）

（2） 下水道

汚水処理事業は計画より早く全体完成の目途がついた。当局および住民の努力と協力に敬意を表します

この時点で今後の財政計画を示されたい

共用開始後5年になるので（料金および純然たる一般財源）
効率化計画と雨水排水計画は実効ある内容とし実施年次も明確に！
（3） 駅前を中心とした計画

ユニバーサル計画の進捗と概要

サンライズ等民間の計画は？

駅前周辺の計画は立案の目標年次を決めて取り組まれたい
３、教育行政について
（1） 教育委員会の役割について
教育委員会がその役割を果たせるよう求められているが委員会ではどんな討議がされているか？前回尋ねた社会教育部門の所管問題の討議と結論も含めて所信を聞く
（２）22年度努力目標が検討されたようですが、21年度目標の実践の上に立ってどこに重点を置かれているか
（家庭の教育力を高めることの取り組みは）
（３）すべての子ども達に基礎学力や生活習慣を身につけさせることについて教育長の所信を尋ねる（不登校などの数字が報告されたがその上にたって・・・）
（４）子育て支援
22年度予算で拡充される方向であり喜んでいる。
幼児園は所管省庁の違いがあるが、職員・保護者の声も活かし違和感のない運営に努力を

（５）施設管理

耐震化以外の整備と管理（施設も多いが使用者の声も聞き実態把握と整備を。野球のグランド整備の声も強い）

（ＡＥＤや貯水槽、防火装置など）

４、行政改革について
新計画の作成状況と内容
基本方針・計画の範囲・目標額
これまでに人件費削減や民間委託などかなりのことをやってきた
ここには現在および将来への危惧もなしとしない
５、医療を含む福祉行政について

ヒブワクチンへの助成を求めたかったのが予算化されている
（１）福祉行政は政治の重要な責任分野、社会福祉協議会は町の重要な部分。使命感を持ち頑張っている職員が大半と認識している。社協正職員の拡大を
